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柳川市方言 修飾要素

なし あり

格助詞 1µ

2µ ○

取り立て
助詞

1µ

2µ ○

コピュラ 1µ

2µ以上 ○

終助詞 1µ ○

2µ ○

1. 対象とする現象：1モーラ名詞の母音延長（VL）

2. 対象とする現象

(1) 柳川市方言（発表者フィールドデータ）
a. {*me/ mee}=yo. b. migino {me/ *mee}=yo. c. {me/ mee}=kara d. {me/ *mee}=no

「（痛いのは）目よ。」 「（痛いのは）右の目よ。」 「目から（涙が出る）」 「目が（痛い）」

要旨
・両方言において，1モーラ名詞の母音延長が生じるか否かには，1モーラ名詞に後続する要素の種類，モーラ数，1モーラ名詞の修飾要素の有無が関与
・他方言においてもこれらの要因が関与しており，1モーラ名詞の母音延長が生じる環境には階層性がある可能性が示唆される

柳川市方言（松岡2021a）と尾前方言（松岡2021b）において，VLが生じる環境と生じない環境がある

Q. 両方言においてVLが生じるか否かに影響を与えている要因は何か？

(2) 尾前方言（発表者フィールドデータ）
a. {me/ mee}=yo. b. migino {me/ *mee}=yo. c. {me/ *mee}=kara d. {me/ *mee}=no

「（痛いのは）目よ。」 「（痛いのは）右の目よ。」 「目から（涙が出る）」 「目が（痛い）」

2. エリシテーション調査で考慮した点

2. 対象とする現象

n 後続する要素の種類
・格助詞（=no, =ni, =de, =kara）
・取り立て助詞（=mo, =den/=demo, =don/=domo）
・コピュラ（=ya/=zya, =yatta/=zyatta）
・終助詞（=yo, =bai）

n 後続する要素のモーラ数
・1モーラ，2モーラ以上

n 修飾要素
・なしか，ありか（migi=no「右の」に統一）

調査票及び回答は→

3. 調査結果の概要（VLが生じる環境に○）
尾前方言 修飾要素

なし あり

格助詞 1µ

2µ

取り立て
助詞

1µ

2µ ○

コピュラ 1µ ○

2µ以上 ○

終助詞 1µ ○

2µ ○

4. 諸方言においてVLが生じる環境には階層性があるかも…

2. 対象とする現象

格助詞・取立て助詞
VLする VLしない

コピュラ・
終助詞

VL
する

野方（中村 2019），
加津佐（木部 2000）

柳川市（1µ要素）
尾前（1µ要素）

VL
しない 標準語

1µ
VLする VLしない

2µ以上
VL
する

野方（中村 2019），
加津佐（木部 2000）

柳川市，尾前，
熊本市（湯川 2004）

VL
しない 標準語

修飾要素あり
VLする VLしない

修飾要素
なし

VL
する

野方（中村 2019），
加津佐（木部 2000）

柳川市，尾前，
標準語（Mori 2002）

VL
しない

n 後続する要素の種類
コピュラ・終助詞＞格・取り立て

n 後続する要素のモーラ数
2モーラ以上＞1モーラ

n 修飾要素の有無
なし＞あり

A. 後続する要素の種類，モーラ数，修飾要素の有無が影響


